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か
な
せ
っ
け
ん
の
発
送
で
は
、
せ
っ
け
ん
を

購
入
し
て
く
れ
た
人
に
な
か
ま
の
描
い
た
「
あ

り
が
と
う
」
の
手
紙
を
一
緒
に
入
れ
て
い
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
な
せ
っ
け
ん
が
売
ら
れ
て
い
る
中

で
、
か
な
の
家
の
せ
っ
け
ん
を
購
入
し
て
く
だ

さ
る
の
は
、
本
当
に
あ
り
が
た
い
事
で
す
。 

今回は仮面ライダーが大好きな田野雄太さんです。日曜日の放送は必ず見ているそうですよ。 

「かなの家インタビュー」～田野 雄太さん～ 

普段、みんなの前に姿を見せること

は少ないですが、毎日かなの家に来

て、外出行事にも参加して、いつも

遠くからなかまやアシスタントを見

守ってくれています。 

 

 

↓昼食後、大沢さんと一緒に。 

「
あ
り
が
と
う
」
の
手
紙 

↑「ありがとう」の手紙 

なかまの人に 

田野さんの様子を聞いてみました！ 

 

藤田さん「朝、一緒にバス乗ってるよ！」 

大沢さん「めぶき行くと、 

おはようって言うよ」 

江川さん「靴下履いてないね。 

足冷えないかな？」 

田浦さん「いつも履いてないよ。 

でも、風邪ひかないね」 

斉藤さん「はい！」 

 

か
れ
て
い
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
絵
や
文
字
が
あ

り
ま
す
。
手
紙
を
受
け
取
っ
た
際
は
、
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。 

 

こ
の
「
あ
り
が
と
う
」
の
手
紙
は
、
な
か
ま
が
色
鉛
筆
や
サ
イ
ン
ペ
ン
を
使

い
、
一
枚
一
枚
手
書
き
で
描
か
れ
て
い
ま
す
。
直
接
せ
っ
け
ん
を
買
い
に
来
て

く
だ
さ
る
方
に
は
、
直
接
「
あ
り
が
と
う
」
を
伝
え
ら
れ
て
も
、
遠
く
か
ら
注

文
し
て
く
だ
さ
る
方
に
は
中
々
「
あ
り
が
と
う
」
は
伝
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
ん

な
時
に
、
手
書
き
の
お
手
紙
は
本
当
に
伝
え
た
い
気
持
ち
を
そ
の
ま
ま
伝
え
て

く
れ
て
い
ま
す
。 

な
か
ま
の
中
で
普
段
元
気
で
活
発
で
も
、
言
葉
に
し
て
表
現
す
る
の
が
少
し

苦
手
な
人
も
い
ま
す
。
で
も
、
文
字
や
絵
を
使
う
こ
と
で
気
持
ち
を
素
直
に
表

す
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。 

こ
の
「
あ
り
が
と
う
」
の
手
紙
は
な
か
ま
が
た
く
さ
ん
の
思
い
を
込
め
て
描 

 



大道芸人のドキュメンタリーを見ました 

 

街頭で踊り、投げ銭で生活している大道芸人（85才）のドキュメンタリーを見ました。30年間出演

してきた公演会に、病気になりながらも彼のパフォーマンスである踊りをするという内容でした。踊り

切った後に「みなさん、わたしは今まで投げ銭で生きてきました。これからも投げ銭で生きていきます。

だから、皆さんも自分らしく生きてください！」と言うのです。 

 

彼の踊り狂う姿に賞賛する人も多くいると思いますが、枠から出た

個性的な生き方を受けいれられない人も多いのではと想像します。

「わたしは踊りしかできないから」と街頭で踊り生きてきた人生か

ら、自分自身の使命をひたむきに生きる姿に感動し、テレビの前で号

泣しました。 

 地元、静岡の山を歩く時に、いろんな形をした木を見ます。まっす

ぐな木や歪んだ木があるのですが、どれも空に向かって伸びていま

す。純粋にありのままで生きる大道芸人と木から、わたし自身、あり

のままでいいのだと勇気をもらいます。 

 

 ラルシュかなの家のなかまの生き方からも、自分自身

を生きているなあと感じることがあります。枠から外れ、

生きにくい場面もよくあります。注意され、叱られること

もあります。なかまのように、障がいがあると自分自身の

正当化は難しく、弱さゆえに他人の助けやつながりが必

要になります。なかまは与えられた自分自身を正直に生

きるしかできません。しかし、そのことが、まっすぐに使

命を生きることになり、ジャンバニエの言う「ありのまま

の自分で愛される価値があり、愛することができる」につ

ながるように思えます。優生思想の社会で、なかまの役割

は重要です。 

 

正直に生きているなかまを見ていると、私はありのままで生きているの

か疑問に思います。失敗し、非難されれば正当化しようとし、壁を作り、

すぐ道に迷い・・・。なかまのように弱さを隠さず、弱さや傷を分かち合

い、開かれるよう成長する必要がラルシュのアシスタントにはあります。   

小さい姉妹会のみちこさんが「生まれてきたということは、ありのままの

自分自身として生きるように神様からお願いされたから」と話してくれま

した。            

なかま、アシスタント、私、そしてラルシュ

かなの家のありのまま（アイデンティティ）

と使命は何か、いつも耳を傾けながら成長で

きればと思います。    

（言・げん） 

 

2月の誕生会   最年長の仁さんを 

新成人の本多君が祝う。 

2月恒例のサッカー大会 

秀明君の選手宣誓！ 

みんなのお世話が大好き。 

幸子さん 

http://larchekananoie.blog.fc2.com/img/IMG_4756.jpg/
http://larchekananoie.blog.fc2.com/img/IMG_4681.jpg/


 

 

 

社会福祉法人ラルシュかなの家には３か所のグループホーム（かなのすまい）があり、 

なかま（利用者）とアシスタント（職員）が住んでいます。 

また、福祉サービス事業所（まどい）や、せっけん工場があり 9：00～16：00は作業や日中活動等を 

行っています。ここに、かなのすまいの殆どのなかまの人が通い、その他は自宅から通っています。 

 

〇 かなのすまい〔グループホーム・共同生活援助〕 なかまの定員１３名  

      つどい・いぶき（現在建て替え中）・こころ   

  ・・・アシスタントはほとんど独身の住み込みですが、外から通っているアシスタントもいます。 

お気軽にご相談ください。 

 

〇 まどい〔福祉サービス事業所〕 なかまの定員２４名 

      だいち（就労継続支援Ｂ型）・・・ 体や自然に優しい石鹸づくりや農作業など。 

      めぐみ（生活介護）    ・・・  日中活動・創作活動を通して個性を生かす。 

  ・・・アシスタントは外に家庭を持つ通いの人も、かなのすまいに暮らす独身の人もいます。 

 

＊  社会保険完備、各種休暇あり。その他詳細は、お問い合わせください。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

☆ ラルシュかなの家体験をご希望の方へ 

 

作業の見学やグループホームに泊まることもできます。 

まどい〔福祉サービス事業所〕        ・・・ 昼食代   ５００円 

かなのすまい〔グループホーム・共同生活援助〕・・・ １泊２食 ２０００円 

 

就職をお考えの方、体験を希望される方、見学のみの方 

いずれも、下記の連絡先に直接ご連絡ください。 

 

ラルシュかなの家 

ＴＥＬ: ０５４－２０６－０８３０ 

メールアドレス: larchekana@s9.dion.ne.jp 

【421-2114 静岡県静岡市葵区安倍口新田６５－５】 

 

© かなの家 

 



 

 

私とかなの家との出会い 

 

 私が、かなの家に出あったのは、2008年でした。その頃、私が通って

いるカトリック六甲教会の片柳弘史神父様（ 若者たちから[やぎー]の愛称

で親しまれている神父様 ）が 教会の若者をかなの家に連れて行ってくだ

さり、かなの家の仲間たちと一緒に作業をして寝食を共にし、共に祈る機

会を与えてくださいました。その若者の中に私の娘と息子も入っていまし

た。 

 

帰宅後、二人からかなの家の仲間の純粋さ、やさしさを肌で感じてきた

ことを聞き、神父様から仲間たちが作っている石鹸を教会でも広めていっ

たらどうだろうか、という話をもちかけられ、始めは当惑しましたが、こ

の務めも与えられたお恵みなのだろうか、と思い、毎月第 3日曜日、10

時のごミサのあと、ご聖堂隣接のホールで、かなの家のせっけんを売り始

めました。  

 

それから光陰矢の如しで、もう 9年になります。その間、私もかなの家に

遊びに行かせていただきました。 ちょうど、真夏の 8月の炎天下で、麦わ

ら帽子をかぶり、タオルを首に巻いて、汗だくになって仲間と一緒に雑草抜

きをしたり、洗剤の袋にシール貼りをしたのを覚えています。彼らは 不平

不満を一つも漏らさず、もくもくと作業をしていた姿に胸打たれました。 

 

 カトリック六甲教会の秋のバザーでは、2，3人の仲間がスタッフと一緒に来てかなの家の品を楽し

く売ってくださったこともありました。 年に一度のバザーですが、この日に遠くからオリーブ石鹸を

買いに来られるかたや、かなの家支援のため多くの寄贈品を提供して下さるかたもいらっしゃいます。       

  

かなのせっけんは環境にやさしい無添加の製品で安心して使えるので、

特に寒い時期、手が荒れて困っている主婦の方々から「この石鹸を使った

ら全然手が荒れないのよ！」と言ってくださったり、「かなのシャンプ

ー、リンスを使っていたら髪が薄くならなくなり、ボリュームが出る感じ

でいい！」など愛用者が増えてきています。 また、神戸の他の教会の方

からもご注文を頂いています。少しずつですが、かなのせっけんの輪がひ

ろがっていっているようです。  

これからもよろしくお願い致します。 

                                     

 

 

 

 

＊各地でかなの家せっけんをボランティアで販売して下さっている方々を、今回からご紹介させて頂きます。 

多くの方々が、自分のこととしてこの家の障害を持った仲間の人たちを支えて下さっている事を、お伝えしていきたい

と願っています。 そのトップバッターとして、全くの無償で献身して下さっている井川さんにご投稿をお願いしました。 

 

カトリック六甲教会 井川伸子 

筆者の井川伸子さん 

六甲教会ホールにて 

http://larchekananoie.blog.fc2.com/img/20140407cwLqewQY


 

 

ラルシュ・コミュニティーは、知的ハンディを持つ人と生きようと努めて

いる点で、特色があるだろう。確かにわたしたちは知的ハンディを持つ人

たちが成長し、可能な限り自立するよう望んでいる。しかし、「何かをす

る」前に、「一緒にいる」ことを望んでいる。     

 

ジャン・バニエ  『コミュニティー ゆるしと祝祭の場』39頁 

国籍や宗教宗派、障害の有無に関わらず、なかまとアシスタントが一緒に生活するのがラルシュ・

コミュニティーだと思います。日々の仕事が忙しいからといって「なかまと一緒にいるためにラルシ

ュに来たのだ」ということを忘れないようにしたいと思います。 

神様が私たちと一緒にいてくださるように、私たち一人一人が一緒にいる存在でありたいです。                   

 

家庭のアシスタント （平石祐哉・ひらいしゆうや） 

春ときどき嵐 

 

新しいいぶきの建設に向けて、また、耐震

の問題もあり いぶきの仲間が安倍口団地や

こころへ引っ越しました。いろいろなことが

いつもと違って、ストレスも最高潮とお見受

けする今日この頃です。 

春めいた日があるかと思えば、冬の木枯ら

しが吹き荒れて、まだまだ春は先でしょう

か。 

とは言えめぐみの本日の活動は、穏やかな晴

天に誘われて安倍川の土手下の河津桜の花見

散歩に出かけていきました。 

空気はチョット冷たいけれど、早咲きのピ

ンクの色を眺めたら、心がホッコリすること 

請け合いです。 

アシスタントな ひとこま その十二 

 

 仲間の引っ越しと一緒に、ソラもこころへ

お引越ししました。若本さんが仕事から帰る

のを待ち、午後は一緒にお散歩しています。

散歩のコースにまどいも入っているので、毎

日ワンワン！と、立ち寄ってくれます。 

 畑もまだまだ茶と黒一色です。時々霜柱も

たちますが、その下には今か今かと出番を待

つ春の息吹が控えています。仲間もアシスタ

ントもソラもあと一息冬の嵐を乗り越えまし

ょう。 

（2月 14日 記 裕美 ） 

 

＊いぶき・こころ・つどい は 

グループホームの 3つの住まい 

めぐみ・だいち・めぶき は 

日中活動の事業所まどいの各グループ 

http://larchekananoie.blog.fc2.com/img/20150330155207ef9.jpg/
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1月末にかなの家の引っ越しが行われました。足久保にあるグル

ープホームいぶきの建て替えのために、住んでいた仁さん、戸田

さんが県営の安倍口団地に移り、政一さん、生子さん、犬の SORA

がグループホームのこころへと移りました。また、こころに住ん

でいた青野さんは安倍口団地へと引っ越しました。今年の秋から

来年の春まで建て替え工事は続き、平成８年に建てられたいぶき

は、２１年ぶりに新しい姿となります  

 

 私がかなの家に住み始めたのが 2016年の１月。いぶきには週に２回程度は食事をしに行ってい

ました。いぶきは安倍口以上に自然が豊かで、安倍口から足久保への車での移動も楽しめました。

いぶきは他の安倍口のグループホームに比べて気温もちょっと低く、夏は涼しく過ごしやすかった

です。別のホームのアシスタントでいぶきに行く機会が比較的少なかった私としても、古いながら

も温かみのある旧いぶきがなくなってしまうのはちょっとだけ残念です。 

 

 いぶきのなかまたちは私よりも何倍もこの家で食事をし、長い

時間を過ごしてきたのだと思います。団地に移動する前日、いぶ

きでの最後の晩餐の日に、戸田さんに「いぶきに住めなくなって

寂しい？」と聞いたら「ずっとここにいたいよ」と言っていたの

が印象的でした。確かにずっと住んできた家ですし、愛着は深い

はずですよね。このいぶきで何度食事をし、どれだけお祈りをし

て、どれだけテレビを見て、どれだけ SORAと戯れただろう。 

いぶきの居間にはカナダの大聖堂のジグゾーパズルやエルサレムのタペストリーやいぶきの想い

出の写真が飾ってありました。この居間には数多くのお客さんが来ました。来る度に、なかまとアシ

スタントがお迎えしてきました。 

 けれども、かなの家の生活のためにはどうしてもいぶきの

建て直しが必要です。2018 年４月に完成予定の新しいい

ぶきは、耐震がしっかりしていて、新しいなかまがもう２人

住むことができるようになります。女性のなかまも住みやす

くなる予定です。聖霊は神様の息吹だといわれます。いぶき

の引っ越しに聖霊の導きがありますように。 

 

（平石・ひらいし） 

 

仮住まいの団地の 1室。欄間に 

旧いぶき建設頃の Xmasの写真。 

すまいのくらし ― いぶきの建て替えが始まります ― 
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